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図3 図3足底の鶏眼の処置；まず2mm径のキュレットの
刃を鶏眼の眼に相当する部分にあて(b)、ぐるっと一
回転させて芯をくり抜く形で処置する(c)。直後に芯
の部分にのみスピール膏を貼布して、数日後白色化・
浸軟化させた部位を同様にキュレットで処置すると
よい。

図4 図4角化性の鶏眼の処置；皮角状に突出した角化性
の鶏眼も図3と同様に処置することが可能であるが、
まず皮角部をキュレットの刃の中に入れた後、ぐるっ
と一回転させて芯をくり貫く形で処置すると満足すべ
き結果を得ることができる。A処置前；足底鶏眼、
B.Cキュレット使用中、a処置前の足趾の鶏眼、 b処
置後

3）鶏眼及び胼胝腫の処置
　胼胝腫の処置はただキュレットで胡瓜の皮むきのように
少しづつ削るだけで十分に満足すべき結果を得ることがで
きるが、一方、図3aのように足底に生じた鶏眼では多少の
コツを必要とする。まず鶏眼の中央の眼を皮膚キュレット
でくり抜くように回して丸い穴を開けて(図3b, c,d)、この
穴部に落とし込む形で再度スピール膏を挿入して貼布し、
数日後に再度同様な手技で病変部を切除する方法が安全
かつ効果的である。特に角化の強いもので皮角状に隆起し
たものには効果大である(図4A,a)。ただし、二次感染を伴
うものは満足すべき結果がでない場合があるので極力避け
る方が望ましい。

考察及び総括
　皮膚生検術は上述した通り皮膚科疾患では必要不可欠
な手技の一つであり、多忙な日常診療では短時間で確実に
施行できる方法が最良であることは強調するまでもない
が、通常のメスを用いた皮膚生検術では時間と経験を要す
るのが難点1.2)である。本方法では局麻用注射器と皮膚キ
ュレットおよび有鉤鑷子、縫合用ダイヤモンド持針器・縫
合糸があれば十分でメスを必要としない点が利点であり、

簡便法として日常診療で頻用されているのが現状である。
本法は表在性の病変には特に適用があり、各種の直径、た
とえば、2、3、4、5及び7mmのものが既に作成されている
ために、採取部位と年齢を考慮すると、極めて応用範囲の
広い医療器具であろうと考えられる。さらに日常診療では
極めて短時間で処置が要求される鶏眼や壊死性病巣の切
除は言うに及ばず胼胝にも簡単に応用できる点は強調して
おきたい。
　以上、今回の皮膚キュレットを使用した皮膚生検術ない
し小外科手術の概略を紹介したが、日常診療で今後益々
利用する機会が増えるであろうと思われる。
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| 患部のやらかな組織を削り取るのに適した刃先です
| 広範囲のサイズを揃えています
| ハンドルにサイズが浮き彫りされています

皮膚キュレット

原寸大

〒501-3992 岐阜県関市小屋名 1110
Phone  (0575)28-6600   Fax  (0575)28-6611 
https://www.kaimedicaI.jp/医療器事業本部　国内営業部

製造販売元適 用
●皮膚科治療
●皮膚科組織検査


